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例えば、 (dl- iBu ・ COO)2Ni -nBU3P 系触媒を用いて、 DL-グルタミン酸 y-ベンジルNCA
を重合して得たポリマーは約90%の regular helix 含量を示した。またはーiBu . COO) 2 Ni -nBu3P 














エステルの 2 種を使用し、これらの重合反応を詳細に検討した。また重合反応の追跡には IR の特性






成功している。これと同時に主として IR およびuv スペクトルに基いて立体特異的に働く触媒の活
性種の構造を推定し、重合の化学的機構に関しての説を提出した。
以上の知く山下伸典君の研究は新しい重要な分野に新知見を提供したものであり、理学博士の学位
論文として十分価値あるものと認める。
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